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「ス トリ ヒニ ン」及び 其 の 誘 導體 の 家 兎血

液 竝 に臟 器 還 元Glutathion量 に及 ぼ す

影 響 藥理學教室 朝 川 尚

「ス トリヒニン」に關する藥理學的研究 は枚擧す

るに遑あ らざるも,其 の誘導體 に 關 して は 研究

寥 々た り.最 近小 泉及び長田は4種 の新誘導體 に

就 て精細な る藥理學的實驗 を行 ひ興味 ある成績 を

發表 した り.然れ ども之等物質の還元Glutathion

量 に及ぼす影響 に就 ては未だ 業績 の 有之 を識 ら

ず.偶 々著者 は少量 の上記誘導體 中3種(製 法 を

異 にす る2種 の 「硫 酸 エチ ール ス トリ ヒニ ン」I

(「沃 度 エ チ ール ス トリヒ ニ ン」よ り製 す),及 びII

(「 ス トリ ヒ ニ ン」と「硫酸 ヂ エ チ ー ル」よ り製 す),

「沃度 エ チ ー ル ス トリヒ ニ ン」 を入 手 せ し を 以 て

「硝酸 ス トリ ヒニ ン」及 び 之等 誘 導 體 の 家 兎血 液 竝

に臟 器還 元Glutathion量 に及 ぼ す影 響 を比 較 觀

察 して次 の結 論 を得 た り.蓋 しGlutathionは 生 體

内酸 化 還 元 能 を識 る重要 な る一 指 針 と され 居 る現

今,之 等 の關 係 を檢討 す る は,Strychninが 興 奮

劑 乃 至 強 壯 劑 と して 治療 上 汎用 され つ つ あ る藥 物

な る を以 て 意 義尠 か らざ る も の と信 じ た れ ば な

り.1.「 硝 酸 ス トリ ヒニ ン 」及び 實 驗 に 供 せ し3種

の 「ス トリヒ ニ ン誘導 體 」の 少量 及 び 中等 量 は家 兎

血 液 還 元Glutathion量 を減 少 せ しめ,大 量 は之

を増 加 せ しむ.2.之 等4物 質の 中 等量 は肝 臟 及び

脾 臟 の還 元Glutathion量 を増 加 せ しめ,夫 等 の

大 量 は肝 臟 に於 け るGlutathion量 を減 少 せ しめ,

脾 臟 に於 け るGlutathion量 を増 加せ しむ.3.之

管4物 質 の家 兎血 液 竝 に臟 器 還 元Glutathionの

増 加 或 は 減 少作 用 は 「硝 酸 ス ト リヒニ ン」 最 も強

く,「硫 酸 エチ ール ス トリ ヒニ ンII」 之 に次 ぎ,「 ヨ

ー ドエチ ー ル ス トリヒ ニ ン」,「 硫 酸 エチ ール ス ト

リ ヒ ニ ンI」 は 遙 に作 用 弱 く,就 中前 者 の方 稍 々 強

し.

所 謂 錐 體 路 外毒 の 家 兎血液 及び 臟 器 内還

元Glutathion量 に 及 ぼ す影 響

藥理學教室 朝 川 尚

從來錐體路外系に作用す るもの とせ らるる代 表

的藥物Bulbocapnin, Harmin及 びHarmalin

の藥理學的研究は多岐 に亙 りて研鑽せ られ しも,

之等物質の還 元Glutathion量 に及 ぼす影 響に就

ては未だ其の業績 あるを識 らず.著 者は此の方面

の研究 を企て次 の結論 を得 た り.蓋しGlutathion

は組織酸化還 元能 を識 るに重要 な る一指針な るを

以て,未 だ其の業績 を觀 ざる上記3物 質 の家兎血

液竝 に臟器還 元Glutathion量 に及 ぼす影響 を窺

ひ,延 ひて以て動物體内酸化 作用 を如何 に支配す

るかを檢索す るは,之 等藥物が實地 上應用 されつ

つあ る今 日,敢 て徒爾 な らざ るもの と信 じたれば

な り.1.正 常家兎血液,肝 臟 及 び 脾 臟 内 還 元

Glutathion量 は個性的に多少の差異あ る も,夫

等 の百分率含有量の 平均値は血 液0.031%,肝 臟

0.280%及 び脾臟0.260%な り.2. Bulbocapnin

の少 量 及 び 中等 量 は家 兎 血 液 還 元Glutathion量

を減 少 せ しむ る も,其 の大 量 は 之 を増 加 せ しむ.

又 本 物 質 の 中 等 量 及 び 大量 は 肝 臟 に 於 け る 還 元

Glutathion量 を減 少 せ しむ る に反 し,脾 臟 に於

け る還 元Glutathionを 増 加 せ しむ.3. Harmin

及 びHarmalinは 少量 よ り大 量 に至 る迄 家 兎血

液 還 元Glutathion量 を減 少 せ しむ.又 夫 等 の 一

定 量 は肝 臟 の還 元Glutathion量 を減 少 せ しむ る
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も,脾 臟 の還 元Glutathion量 を増 加せ しむ.4.

之等3物 質 の 家兎 血 液 還 元Glutathion減 少 作 用

は,Harmalin最 も強 く,Harmin之 に 次 ぎ,

Bulbocapninは 最 も弱 く,而 も前2物 質 の有 せ

ざ る増 加作 用 を も有 す.肝 臟 及 び脾 臟 内還元

Glutathionの 減 少或 は増 加 作 用 は,Harmalin

最 も優 り,Harmin, Blubocapninの 順 に 減弱 す.

5.以 上 の如 き諸 作 用 に對 して は之等3物 質 の交 感

神 經 刺戟 作 用 が重 要 な る基 因 をな す もの と推定 せ

らる.

糖 穿刺 に關 す る實驗 的 研 究

生理學教室 三 宅 幹 夫

「ア ドレナ リン」過血糖 の原 因 として「ア ドレナ

リン」の作用機轉に關 しては(1)「 ア ドレナ リン」は

糖 の母體 である「グ リコゲーン」を分解 して糖 とな

す.(2)腹 部動脈の血壓上昇の爲めに肝 の流血量

の増加 を來 し多量の糖 が洗ひ出 され るとなす2つ

の説 があ る.其 の何れ が正 しいかを決定せ ん とし

て家兎及び剔出蟇肝臟 の人工灌流實驗 を行 ひ得た

る成績 は次 の如 し.1.正 常家兎に於て 「ア ドレナ

リン」 を靜脈 内注射すれ ば過血糖 を起す.併 し豫

め兩側の内臟神經 を切斷 し置 けば斯 ることな し.

2.正 常家兎 に於 て「ヱルゴ トキシン」は 血糖量に何

等影響 しない.併 し「ヱル ゴトキシ ン」を豫め靜脈

内注射 し血管收縮 の起 らない状にせ る家兎に於 て

は糖穿刺 を行ふ も血糖の上昇 を見ない.3.豫 め「ヱ

ル ゴ トキ シ ン」を靜 脈 内 に注 射 せ る 家 兎 に於 ては

正 常家 兎 と異 り,腦 底 の 電 氣的 刺 戟 に よ り過 血 糖

を起 さな い.4.蟇 肝 臟 を人工 灌 流 し,灌 流 液 中 に

「ア ドレナ リ ン」を加 へ る と灌 流 液 中に放 出 され る

糖 量 は百 分 率 に於 て は増 加 す るが 絶對 量 に於 ては

灌 流液 量 の減 少 の爲 め に減 少 を來 す.5.豫 め 「ヱ

ル ゴ トキ シ ン」 含 有 リン ゲル液 を以 て 灌 流せ る蟇

肝臟 よ りの糖 放 出 は灌 流 液 中 に「ア ド レナ リ ン」を

加 へ て も正 常 値 と變 らない.6.糖 穿 刺 に よ る過 血

糖 は 「ア ド レナ リ ン」過 血糖 で あ る.此 「ア ドレナ

リ ン」 過 血 糖 の 原 因 は寧 ろ機 械 的 の もので 皮 膚 及

び 筋 の血 管 が 強 度 に收 縮 した爲 に肝 臟 中 に貯 臟 さ

れ て ゐ た糖 が 洗 ひ 出 され るの に 因 る.

「ウ ヱ ラ ト リ ン」痙 縮 に 關 す る 研 究 補 遺,

特 に 「キ ニ ー ネ 」の 影 響 に 就 て

生理 學 教 室 三 宅 義 夫

剔 出 した蛙 縫 匠 筋,蛙 心,水 蛭 背 筋 及び 海 〓 の

腸 管,子 宮 筋 に種 々の濃 度 の「ヴヱ ラ トリ ン」(以

下Vと 略 記 す)を 作 用せ しめ て中毒 に 陷 らせ,斯 る

もの に就 て2, 3の 藥 物,殊 に「キ ニー ネ」の影 響 を

觀 察 し次 の 如 き成 績 を得 た.1. V痙 縮 曲 線 は(i)

藥 液 の濃 度,(ii)作 用時 間,(iii)刺 戟 の 強 度及 び

頻 數,(iv)標 品 の 感 度,(v)四 季 の 相違 等 に依 り

種 々の形 を とるが,之 は攣 縮 要 素(twitch Com-

ponent)とV要 素(Veratrine Component)と が

時 間 的 竝 に強 度 の上 で 色 々 に組 合 せ られ た もの に

過 ぎな い.2. V樣 痙 縮 は「フ オル ム アル デ ヒ ド」及

び 「グ リセ リ ン」に依 つ て も起 る.3. V痙 縮 は温 度

を昂 め る と起 り易 くな り,低 温 に よ り起 り難 くな

る.Vの 痙 縮 を起 す に要 す る最 少有 效 量 と温 度 と

の 間 に は一 定 の 關 係 が あ る.4. V痙 縮 はCaCl2或

はKClに よつ て抑 制 され る.痙 縮 を起 す に要 す る

Vの 最 少 有效 量 とCaCl2或 はKClと の 間 に は 一

定 の 關 係 が あ る.5. V痙 縮 は酸 に よ り抑 制 せ られ,

「ア ル カ リ」に よつ て 増 強 す る.6. V中 毒 筋 の 短 縮

高 は攣縮 高 に於 て も強 直 性 短 縮 高 に於 て も正 常 筋

の短縮 高 よ りは 高 い.旦 つV筋 の 興 奮 不 應 期 は著

し く延 長 し,短 縮 曲 線 の 下 降脚 に於 て始 め て 第2

刺戟 が有 效 とな る.7.「 キ ニ ー ネ」はV痙 縮 を抑 制

す る.V痙 縮 を起 す に要 す るV濃 度 と其 の濃 度 に

於 てV痙 縮 を 消 失 せ しめ る に要 す る 「キ ニ ー ネ」

の濃 度 との 間 に は一 定 の關 係 が あ る.8.「 ア トロ ピ

ン」はV痙 縮 を抑 制 す る.9.「 ヱ ル ゴ トキ シ ン」を

以 て 前 處 理 をな し,後 にV中 毒 に 陷 らせ る とV

痙 縮 の 發 現 を抑 制 し,V痙 縮 を起 して を る もの に

後 か ら「ヱ ル ゴ トキ シ ン」を加 へ る と始 め 一 時 的 に
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V痙 縮 を増 強 し,次 い で 之 を抑 制 す る.10.「 アセ

チ ー ル コ リン」,「 ヱ ゼ リ ン」は 共 にV痙 縮 に 作 用

を及 ぼ さな い.11.「 ア ドレナ リ ン」はV痙 縮 曲線

の攣 縮 要 素 とV要 素 との完 全な 分 離 を起 す.12.

「モ ノ ヨ ー ド醋 酸 」はV痙 縮 に 作 用 しない .13. V

は 剔 出蛙心 に對 して作 用 しな い.14. Vは 滑 平 筋

(水 蛙 背 筋,海 〓 の腸 管 及 び 子 宮)に 對 して 「トー

ヌ ス」を昂 め 不規 則 な 自働 的 短縮 を起 さ しめ る.

人 の 項 靱 帶 に 就 て

解 剖學 教 室 加 藤 鶴 龜

1936年 のJenaer Nomina Anatomicaに 依れ

ば 人 のNackenbandは 固有 のLigamentumに 非

ず して 單 にSeptum nuchaeに 過 ぎず とせ り.著

者 は17歳 よ り69歳 迄 の 男 女合 計6人 の屍 體 に就

て 研 究 し,其 の結 果 人 のNackenbandは 固 有 の

Ligamentum nuchaeに してJenaer Nomina

Anatomicaの 言 ふ が 如 きSeptum nuchaeに 非

ら ざ る事 を立 證 し,且 つNackenbandは 之 を形 態

的 に も組 織 學 的 に もSchinurとSeptumの2部

分 に 分つ 事 の妥 當 な る を説 明せ り.

各 種 臟 器 及 び 組 織 のGlykocholase及 び

Taurocholase

生化 學 教 室 高 橋 熊 夫

牛 豚 家 兎 犬 及 び 白鼠 の肝 臟 腎臟 肺臟 膵 臟 脾 臟 腸

及 び 筋 肉 の粉 末 又 は「グ リセ リ ン越 幾斯 」を作 り,

之 を酵 素 と し抱 合 膽 汁酸 を水解 し生 じた 「ア ミノ

酸」の「ア ミノ窒 素 」量 測 定 に よ りてGlykocholase

及 びTaurocholaseの 存 否 を檢 し且 つ該 酵 素 の 諸

性 質 を檢 査 してHistozymと の異 同性 を定 め た り,

其の成績 を總括 する と次 の如 し.此 酵 素は腎臟 に

最 も多 く次 いで肝臟筋肉の順な るが尚ほ極めて少

量なが ら心筋脾臟肺臟 及び睾丸の順 に含 まれ てを

る.動 物の種類では犬腎臟 最 も多 く次いで白鼠肝

臟,家 兎腎臟 及び肝臟の順に含まる.該 酵 素の抱

合膽 汁酸 水解 力は72時 間作用期間が最 も著 しく,

至 適pH 7.0乃 至9.0に して.酸 「アル カ リ」に割 合

抵 抗 強 く65℃ の 熱 で 尚 ほ其 の 作 用 を保 ち,吸 着

劑殊 に酸性 白土 に よりpH=3.7-4.5で 著 しく吸

着 され且つ「燐酸 ア ンモ ン」によ り再び易 く遊離 し

此法 によつて100倍 濃 度の酵素液 を作 る事 が 出

來 る.以 上の成績 か らCholaseとHistozymと

は同一 とはいへぬが よく似 てをる.

魚 類 の鰾 内 瓦斯 に就 て

生理學教室 宮 島 忠

相 木 孝 行

小 坂 壽

魚類の鰾中 の瓦斯 成分就 中酸素の生成機轉 に關

しては古來分泌説が最 も有力 なものであ る.著 者

等は種 々の海水棲及び淡水棲魚類の鰾 内瓦斯 の分

析 をKroghの 「ミクロ トノ メーター」で行 ひ更 に

其の瓦斯生成機轉に就 て實驗 し,一 程度 の結果 を

得 た り,其 の成績 を要約すれば次 の如 きものであ

る.1.一 般 に淡水魚は海水魚 に比 して鰾 内酸素含

有量が少 く又水深 の深 い所に棲 息す るもの程鰾 内

の酸素 含有量が高い.尚 ほ又捕 獲後1乃 至2日 間

淺い水槽 中に飼 育する時には其の酸素 含有量 は低

下 する.2.海 水棲 及び淡水棲魚共鰾 内の炭酸瓦斯

含有量 は極めて少いか或は全 く無 い.3.鮒 を一酸

化炭素 中毒に陷 らしめ る時は鰾 内酸素 含有量 は減

少 し炭酸瓦斯含有量 は増加す る.4.人 工 的に低壓

或 は又高壓にす る事 に よ り て鰾 内酸 素含有量 は

夫 々減少或は増 加 を來す.5.穿 刺に より鰾 内瓦斯

を排除 すれば後 か ら出來 る瓦斯の酸 素含有量 は増

加す る.又 瓦斯排 除後酸素含有量の高い瓦斯 を注

入すれば注入後1乃 至2日 間 にして其の酸素 含有

量 は一定値 まで減少す る.6.鯉 の血液の酸 素解離

曲線 か ら觀 ると人の血液 の場合 よ りも遙かに低 い

酸素分壓 に於 て既に飽 和状態 に達す る.7.鮒 及び

「メバル」の鰾 の組織標 品に就 て觀 るに血管 に富め

る竇状構造 を有す る膜 が認 め られ る.上 述 したと

ころによ り鰾 内瓦斯 が血液瓦斯 より遊離 され たも

のなる事は 確 かに して血液 中の酸素 含有量 を増す
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と思はれる樣な要因によりて鰾内の酸素含有量は

増加する.

副腎剔出と尿中膽汁酸排泄 との關係

生化學教室 太 田 孝 三

健康 なる人或 は動物の尿 には膽汁酸 を證明 し得

ないが,種 々なる肝臟疾思には之が排泄 さる事が

ある.副 腎皮質機能が障碍 され ると生體殊 に肝臟

の酸化還元作用が低下 さるると云は るるか ら膽汁

酸 の分解合成 も亦變化 を來すべきであ る.健 康家

兎正常尿には膽汁酸が證明 され ないが,左 側の副

腎を剔出する と,7日 間平均總尿量762ccは 平均

0.818mgの 膽汁酸 を含んで居 る.健 康家兎に1%

Chol-酸 又はGlykochol-酸 曹達溶液 を毎日1囘7

日間合計50cc皮 下に注射 して も尿 に 膽汁酸が證

明 され ないが,左 側の副腎 を剔 出 した家兎に同樣

に同量注射す るとChol-酸 の場合 は7日 間の平均

尿633cc中 に平均2.550mg Glykochol-酸 の場合

は平均尿524cc中 に平均2.379mgの 膽汁酸が含

まれ て居 る.依 て副腎 は膽汁酸の分解 に與 ると考

へ らる.

雉 の 膽 汁 に就 て

生化學教室 太 田 孝 三

膽 汁酸生成 と食物成分 との關係及び各種膽汁酸

生成 の機構 を闡明にするため各種動 物膽 汁酸の種

類 を研究 する事が必要な るが,鳥 類 の膽 汁酸研究

は未だ充分 ならざる爲め朝鮮高麗雉 の膽汁 を檢 し

た るに雉24羽 の膽汁15cmよ り主成分 と して「ヘ

ノデゾオキシヒヨール酸」を「バ リューム鹽」とし

て0.4gを 得 た り.

「カ ン フエ ル」の 過血 糖 作 用 に對 す る實驗

的 補遺 飛 谷 忠 弘

余は「カンフエル」の血糖 上昇作用が兩側 内臟神

經切斷,「 エルゴタ ミン」の前處置等に より完全に

抑制 せ らるる事 を追試 し,未 だ試 み られ たること

な き 「ベ ロ ナ ール」,「 ウ レタ ン」,「 ピク ロ トキ シ

ン」,「 ア ド レナ リ ン」,「ア トロ ピ ン」 等 と本 物 質

とを各 々併 用 して,血 糖 に 及 ぼす 影 響 を觀 察 し,

次 の 如 き成績 を得 た り.即 ち間 腦 麻 醉 藥 た る 「ベ

ロ ナ ール 」 は本 物 質 の過 血 糖 作 用 を殆 ど完 全 に抑

制 し,腦 皮 質 麻 醉 藥 た る 「ウ レタ ン」 は 却 つ て 之

を催 進 せ り.「 ピク ロ トキシ ン」は夫 れ 自身血 糖 に

對 し何 等 影 響 を及 ぼ さざ る少量 に於 て.本 物 質 の

血 糖 上 昇 作 用 を催 進 し,「 ア ドレナ リ ン」の過 血 糖

作 用 に對 して は,本 物 質 は夫 れ 自身 血 糖 に影 響 を

及 ぼ さ ざ る 少量 に於 て,之 を催 進 せ り.「 ア トロ

ピ ン」は 「カ ン フエル」の 該 作 用 に何 等 の影 響 を及

ぼ さず.

鰹 の 膽 汁 酸 に 就 て

生 化學 教 室 杉 山 五 郎

魚類 膽 汁 中 の膽 汁酸 は主 と して 「ヒ ヨール 酸 」な

るが,最 近 に 至 りて 更 に 「ヘ ノ デ ゾ オ キ シ ヒ ヨー

ル酸」 分 離 せ られ た り.余 は鰾 膽 汁 中 の 膽 汁 酸 を

檢 索 して「ヒ ヨー ル酸 」1.8g及 び 「ヘ ノ デ ゾオ キ シ

ヒ ヨー ル酸 」0.5gを 「バ リュ ー ム鹽 」と して 分 離 せ

り.尚 ほ注 意 すべ きは 魚 類 膽 汁 中 に は常 に 「ヒ ヨ

ール酸 」を含 有 す る こ とな り
.

攝 護 腺 肥 大 症 に 合 併 せ る 多 發 性 膀 胱 結 石

の1例(結 石 數26500有 餘).附 多 發 性 膀

胱 結 石 知 見

皮膚 科泌 尿 器科 教 室 小 池 藤 太 郎

和 田 雅 之

本 例 は75歳 の第3期 攝 護 腺 肥 大 症 患 者 に 發 見

せ る もの に して,結 石 の大 さは 針 刺 傷 大 乃 至 蠶 豆

大 に して,其 の數 へ得 た る もの は總 數26598個 を

算 せ り.該 結 石 は既 に肉 眼 的 に も明 か に2種 に區

別 せ られ,其 の1は 尿酸 結 石 に屬 し,圓 形 ,淡 黄

褐 色 に して,大 な る もの よ り小 な る もの に至 る迄

悉 く同 一 の性 状 を具 備 せ り,而 して其 の數 は 全結

石 の 大部 分 を占 め26543個 を計 上 せ り.其 の2は
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蓚酸結石 に屬 し,其 の形状不規 則に して其の色調

は黒褐色 を呈 し,其 の數は僅 に55個 に過ぎず.攝

護腺肥大症 に合併 する膀胱結 石は一般膀胱結 石に

比 し多發の傾 向 を有す と雖 も,多 くは數個に止 り,

本例 の如 きは世界文獻 に も稀有 に屬 し,且 同一例

に於 て2種 の相異 なる結 石が同時に存在せ し事は

興味 少なか らず.本 例 に於 て如何に して斯 る結石

が形成せ られ しやは素 よ り不明な るも,少 くとも

尿酸結石に關す る限 り,結 石の核 となるべ き物質

が多數形成せ られ しもの と考ふ るを妥當 とすべ き

もの の如 し.著 者等 は 尚ほ過去18箇 年5箇 月間

に渉 る我教室の材料 を基礎 とな し,廣 く内外の文

獻 を參照 して一般多發性膀胱結石 に關す る考察 を

加へた り.
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